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 議
案
第
１
０
８
号

財
産
の
無
償
譲
渡
に
つ
い
て

　

地
元
と
の
協
議
が
整
っ
た
集
会
所
建

物
を
地
元
へ
無
償
譲
渡
し
、
地
元
管
理

の
集
会
所
と
す
る
も
の

 

▽
原
案
可
決

議
案
第
１
０
９
号

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

　

地
籍
調
査
事
業
に
よ
り
、
錯
綜
し
て

い
る
字
を
統
合
整
備
す
る
必
要
が
あ
る

た
め
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

�

▽
原
案
可
決

議
案
第
１
０
７
号

庄
原
市
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同

意
に
つ
い
て

高
町　
　
　
　

入い
り

谷た
に　

弘ひ
ろ

之ゆ
き　

氏

 

▽
同
意

議
案
第
１
１
３
号

庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
の

同
意
に
つ
い
て

三
日
市
町　
　

牧ま
き

原は
ら　

明あ
き

人と　

氏

 

▽
同
意

発
議
第
４
号

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
に
関
す
る
意

見
書

１ 

．
社
会
保
障
、
防
災
、
環
境
、
地
域

交
通
、
人
口
減
少
、
デ
ジ
タ
ル
化
対

策
な
ど
、
増
大
す
る
地
方
自
治
体
の

財
政
需
要
を
的
確
に
把
握
し
、
こ
れ

に
見
合
う
地
方
一
般
財
源
総
額
の
確

保
を
図
る
こ
と
。

２ 

．
と
り
わ
け
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
と
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制

の
構
築
、
感
染
症
対
応
業
務
を
含
め

た
、
よ
り
全
体
的
な
保
健
所
体
制
・

機
能
の
強
化
、
そ
の
他
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
事
業
、
ま
た
地
域

経
済
の
活
性
化
ま
で
踏
ま
え
た
、
十

分
な
財
源
措
置
を
図
る
こ
と
。

３ 

．
子
育
て
、
地
域
医
療
の
確
保
、
介

護
や
児
童
虐
待
防
止
、
生
活
困
窮
者

自
立
支
援
な
ど
、
急
増
す
る
社
会
保

障
ニ
ー
ズ
が
自
治
体
の
一
般
行
政
経

費
を
圧
迫
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

方
単
独
事
業
分
も
含
め
た
十
分
な
社

会
保
障
経
費
の
拡
充
を
図
る
こ
と
。

ま
た
、
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
自

治
体
の
取
り
組
み
を
支
え
る
財
政
措

置
を
講
じ
る
こ
と
。
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▽
原
案
可
決

発
議
第
５
号

教
職
員
定
数
改
善
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
負
担
割
合
の
引
き
上
げ
を

図
る
た
め
の
２
０
２
２
年
度
政
府
予
算

に
係
る
意
見
書

１   

．
中
学
校
・
高
等
学
校
等
で
の
35
人

学
級
を
早
急
に
実
施
す
る
こ
と
。
ま

た
、
さ
ら
な
る
少
人
数
学
級
に
つ
い

て
検
討
す
る
こ
と
。

２ 

．
子
ど
も
た
ち
の
ゆ
た
か
な
学
び
を

実
現
す
る
た
め
、
加
配
の
増
員
や
少

数
職
種
の
配
置
増
な
ど
教
職
員
定
数

改
善
を
推
進
す
る
こ
と
。

３ 

．
教
育
の
機
会
均
等
と
水
準
の
維
持

向
上
を
図
る
た
め
、
地
方
財
政
を
確

保
し
た
上
で
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

制
度
の
負
担
割
合
を
引
き
上
げ
る
こ

と
。

 

▽
原
案
可
決

主
な
議
案

人
　
　
事

意 

見 

書

令
和
３
年
６
月
定
例
会

会
期
：
６
月
７
日
か
ら
６
月
28
日
ま
で
の
22
日
間

　

一
般
会
計
補
正
予
算
な
ど
議
案
７
件
、
発
議
２
件
を
審
議
し
ま
し
た
。

　

主
な
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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　　　　一般会計・
特別会計等補正予算

令和３年度一般会計補正予算

事業名　補正額 補　正　内　容

子育て世帯生活支援特別給付金事業
【2,791万1千円追加】

新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中で、低所得の子
育て世帯に対し、その実情を踏まえた生活支援を行う観点から特別給
付金を支給するもの

新型コロナウイルスワクチン接種事業
【400万4千円追加】

ワクチン集団接種会場で事務従事する会計年度任用職員報酬、及びワ
クチン接種業務に係る職員の時間外勤務手当を追加するもの

農業振興事業
【2,541万2千円追加】

国の担い手確保・経営強化支援事業補助金を活用し、市内農家の水稲
機械等の整備に要する経費の一部を補助金として交付するもの

かさべるで管理運営事業
【495万4千円追加】

かさべるで入浴施設のボイラー及び周辺配管の経年劣化による故障に
伴う更新費用を追加するもの

基盤整備促進事業
【6,000万円追加】 西城町の栗可動堰更新工事を追加するもの

災害防除事業
【6,073万1千円減額】

市道の災害防除事業について、国からの交付金の内示額に合わせ減額
するもの

道路新設改良事業（単独）
【2,620万円追加】

市道木戸線において、橋梁架け替え工事のための測量調査設計業務を
実施するもの

社会資本整備総合交付金事業
【1,084万8千円減額】

市道の社会資本整備総合交付金事業について、国からの交付金の内示
額に合わせ減額するもの

水源確保事業
【372万円追加】 飲料水供給施設整備費補助金を10基分追加するもの

住宅管理事業
【140万3千円追加】

高野地域・比和地域の公営住宅の雪害による屋根瓦及び雨樋の修繕料
を追加するもの

市営住宅整備事業
【1,802万5千円減額】

国の３次補正により、令和３年度事業を前倒しで実施するため、第一
川東公営住宅の建築設計業務に要する経費、及び刈屋口公営住宅の解
体工事に要する経費を減額するもの

学校給食事務局管理事業
【222万5千円追加】

口和学校給食共同調理場の器具洗浄室と配膳室の故障した業務用エア
コンの更新費用として工事請負費を追加するもの

郷土資料館運営管理費
【127万2千円追加】 口和郷土資料館外壁のクラック及び剥落箇所の修繕料を追加するもの

６月
定例会

令和３年度 原案
可決

一般会計補正予算の主な内容（第３号）

特別会計・企業会計補正予算の主な内容

会　計　名 補正額 補正後の総額
議案第111号 庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 233万5千円（追加） 3億8,356万8千円

議案第112号
庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号） 補正額 補正後の総額

収益的収入 295万円（追加） 13億8,558万1千円
収益的支出 295万円（追加） 13億8,558万1千円

予算名 補正額 補正後の予算額

庄原市一般会計補正予算（第３号） 7,002万1千円（追加） 334億8,129万1千円
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　本市は、2005年に始まって以来、一貫して元県教育委員会幹部職員を登用する人事を
行っている。これは、画一的な教育の方向性を生むのではないかと思っており、１つの懸念
材料である。そして、庄原市の特色ある教育実践をし、新たな観点をもって教育長を任命す
べきではないかという思いも持っている。
　また、多くの方が、県教育委員会とのパイプが大きいので、与える影響も大きいだろうと
言うが、逆に言えば、受ける影響も大きいということである。これも画一的教育実践につな
がっていくのではないかと懸念をしている。
　そしてもう１つは、３月定例会で出されたものが取り下げられ、また同じ形で６月定例会
へ出されるという不思議さだ。多くの市民の皆さんも不思議に思っているのではないかと感
じている。
　以上の諸点をもって、本案について反対の討論とする。

　人事案件でここまで議論したことはほぼなかったと思うが、それほど教育長人事について
は市民の間でも関心が高く、議会がどういう判断をするのか考えていると思う。その前提は、
市民の中で、小・中学校の適正規模・適正配置の問題について、私の経験でかつてないぐら
い激しい議論が起こっており、それほど庄原市民は、我が地域、我が町の活性化について真
剣に議論し、学校のことを考えている。家庭で、地域で、そして学校で教育をして、すばら
しい子どもを育てようと考えている。その熱い思いを、市長が言う、市民と一緒に歩く、市

議案第113号　庄原市教育委員会教育長の任命の同意について討論

17番　宇江田　豊彦 議員

16番　福山　権二 議員

９番　谷口　隆明 議員

反 対

　人事案件に討論したことはあまりないと思うが、今回はどうしても立たざるを得なかった。
　理由の第１は、あまりにも異例な提案だ。３月定例会最終日の開会直前に、突然、一身上
の都合ということで、市長より議案の撤回があった。一身上の相当な理由があるのだろうと
いうことで、議会としてもそれを認めた。今回は、その一身上の都合に片がついたというこ
とで出されているが、ならば、議会に対して、その経過、内容について説明が不可欠だ。そ
れもなく白紙委任されても判断ができない。
　第２に、６月10日の総合教育会議で、市長は、中学校の統合計画そのものを見直し、小
学校はもっと時間をかけるべきと提案された。これが根本的な見直しであれば、当然、教育
長が変わってしかるべきだ。これまで各議員がどれだけ教育長、教育委員会に見直しを求め
ても、計画に沿って進めていく、その御理解を求めると言ってきた教育長が、市長の提案に
賛同されたことは信じられない。
　それから、教育は関係者みんなでつくっていくものだ。教育委員会や議会だけで議論する
のではなく、教師の皆さん、保護者など、誰でも自由に物が言え、大切なことは当事者も含
めて決定していく。そういう行政が求められている。そうした庄原市の教育行政の風土も変
えていきたい。
　もう１点、今、ＧＩＧＡスクールなど、新しい取り組みの先進事例は、僻地の学校から生
まれている。一定の子どもを集めて切磋琢磨することが子どもたちのよりよい教育環境と繰
り返し説明してきたことも大いに疑問だ。今回の40人、50人の小学校も統合する計画は、
明らかに行き過ぎだと思う。統合一辺倒ではなく、庄原らしい教育を創造していくチャンス
だと思っている。
　今回の異例ずくめの提案には、議会人として、どうしても同意できないことを申し上げ、
討論とする。



採択の結果 賛成13人 反対６人 により賛成多数で 同意 されました。
� ※詳細は６ページの議決結果一覧をご覧ください。�
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　先ほどまで悩み、苦しんだ。教育行政の大切さを鑑み、どのように判断すべきか。
　６月10日、総合教育会議において、本来なら、教育環境は地域の人々の学校に対する協力
なしにはできないと教育委員は発言すべきなのに、複式授業を解消することが教育環境を整
えることだと明言する委員が多くいた。私とは少し総合的な感覚が乖離していると感じた。
　しかし、その場で市長が述べられたことに対して、見直しをするに当たっては、教育長が
いないと方向は変えられないということが１点。
　また、地域を心から愛し、子どもたちを地域の宝と認識して、地域で教育する決意の中、
庄原市の最大の課題、人口減少問題に、地域、自治振興区の皆さんが取り組み、10名以上
の児童が増加した学校もあること。その対策を血の出るような努力で自治振興区がされてき
たこと。また、移住された方は、地域で育てる教育に共感して、決断をして庄原市に来たの
に、小学校がなくなる。裏切られたという言葉もいただいた。
　まるで教育長の任命に同意しないような言い方だが、教育長を決めるに当たっては、我々
議会がある程度担保を持たなくてはいけない。教育は地域の人々に支えられていることを再
認識して、地域が求めない合併はしない。適正規模・適正配置計画の見直しを求めて、教育
長の懐の深さに期待して、私は同意することにした。しかし、全面的に教育長を任命する思
いではない。これからも教育委員会の判断を注視し、予算、今後の教育委員の任命に対して
も重大な判断をすることを表明して、賛成の討論とする。

　ここ数年で生徒数は目覚ましい勢いで減少を続けているのが庄原市の現状だという認識
は、皆様と変わらないと思う。そういった中で、小・中学生の最適な教育環境とはどういっ
たものか、私たちは真剣に考えなければならない。これは、私たち大人と教育行政を推進す
る庄原市の責任だ。考えられる教育の環境として、学力はもちろん、体力、また人間として
の社会性、そういったものを育んでいくために、どういった環境が最適であるか、常に私た
ちは考えておく必要がある。
　今回提案をされた人は、教育行政が長く、教育の環境、現場に精通し、考えられるあらゆ
る方策を通じて、庄原市の教育を引っ張っていける方だと市長は信じているからの提案だと
理解する。待ったなしの教育環境の整備に向けて、地域の方々と協議を重ね、子どもたちは
どういった環境で教育をされるべきか、今一度考え直すとともに、それに向かって対応を重
ねていく必要があると思う。そういった意味では、このたびの人選は最適な人事だ。
　以上の理由をもって、賛成の討論とする。

民と一緒に考えるという思いの中で、まず一緒に考えなくてはならない。そういう意味では、
小・中学校をどう配置するかについて、これほど熱い議論があるのは、それほど地域をちゃ
んとしよう、人口は少なくなっているが頑張ろうという気持ちのあらわれだと思う。
　教育行政を統括するような人事を決めるときに、その該当者が、一身上の都合で教育長と
いう任務を果たせないという理由があった。今回の場合は、一身上の都合が解消したから再
提案するという。
　しかし、教育長という任務ができない重大な理由、そして、それが解消されたこと、その
経過について提案をされないと、議会としては判断ができない。そして、議員としては、そ
のような提案に同意するとはどうしても思えないので、反対の意見を表明する。

20番　赤木　忠德 議員

15番　堀井　秀昭 議員

賛 成



6しょうばら市議会だより　2021 . 8

　定例会議決結果令和３年６月

■賛否の分かれたもの

議
決
日

種　

類
番�

号 事　　件　　名
議
決
結
果

賛
成
（
人
）

反
対
（
人
）

前
田　

智
永

松
本
み
の
り

吉
川　

遂
也

藤
原　

洋
二

政
野　
　

太

坪
田　

朋
人

近
藤　

久
子

藤
木
百
合
子

谷
口　

隆
明

五
島　
　

誠

國
利　

知
史

徳
永　

泰
臣

林　
　

高
正

坂
本　

義
明

堀
井　

秀
昭

福
山　

権
二

宇
江
田
豊
彦

桂
藤　

和
夫

横
路　

政
之

赤
木　

忠
德

6
月
28
日

議
案113 庄原市教育委員会教育長の任

命の同意について 同意 13 6 ○ × ○ ○ ○ ○議長× × ○ × ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○

� 〔表示例〕　○…賛成　　×…反対　　欠…欠席　　議長…議長職

■賛成全員のもの
議決日 種類 番号 事　　　件　　　名 議決結果
6
月
7
日

議案
108 財産の無償譲渡について 原案可決

109 字の区域の変更について 原案可決

6
月
28
日

議案

110 令和３年度庄原市一般会計補正予算（第３号） 原案可決

111 令和３年度庄原市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

112 令和３年度庄原市国民健康保険病院事業会計補正予算（第１号） 原案可決

107 庄原市農業委員会委員の任命の同意について 同意

発議
4 地方財政の充実・強化に関する意見書 原案可決

5 教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度の負担割合の引き上げを図るための
2022年度政府予算に係る意見書 原案可決

本会議、委員会は、どなたでも傍聴できます。
議場や委員会室は市役所本庁舎５階です。
お気軽に傍聴においでください。

傍聴のご案内

　今号から、一般質問ページにおいて各議員の録画映像
（YouTubeにより配信）へリンクするＱＲコードを掲載して
います。スマートフォンやタブレット端末の専用アプリで、映
像をご覧になりたい議員のQRコードを読み取ると録画映像が
視聴できます。

一般質問ページにQRコードを掲載しました！一般質問ページにQRコードを掲載しました！
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ここが聞きたい！

一般質問

一般質問

本
市
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

つ
い
て

　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
合
宿
の
誘
致
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に

よ
る
交
流
人
口
の
増
加
は
地
域
の
賑
わ

い
を
生
み
、
活
性
化
に
も
繋
が
る
と
思

わ
れ
る
。
上
野
総
合
公
園
や
道
後
山
高

原
ク
ロ
カ
ン
パ
ー
ク
な
ど
、
充
実
し
た

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
用
し
た
地
域
の
活

性
化
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
は
、
上

野
総
合
公
園
陸
上
競
技
場
な
ど

25
施
設
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を
活

か
し
た
利
用
促
進
に
努
め
て
い
る
。

様
々
な
大
会
の
実
施
や
誘
致
を
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
マ
ラ
ニ
ッ
ク
や
雪
合
戦
大

会
で
は
、
会
場
内
で
地
元
特
産
品
等
を

販
売
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
と
地
域
活

性
化
イ
ベ
ン
ト
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と

に
よ
る
交
流
人
口
の
拡
大
に
も
努
め
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
合
宿
の
誘
致
や
施
設

の
利
用
促
進
を
図
る
こ
と
が
厳
し
い
現

状
で
は
あ
る
が
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
、
ス
ポ
ー
ツ
を
活
か
し
た
「
に

ぎ
わ
い
の
創
出
」に
取
り
組
ん
で
い
く
。

七
塚
原
高
原
の
活
用
に
つ
い
て

　
　
　

七
塚
原
高
原
の
現
状
は
、
記
念

館
や
サ
イ
ロ
の
保
存
状
態
も
悪

く
、
庄
原
市
を
代
表
す
る
場
所
と
は
思

え
な
い
状
況
で
あ
る
。
以
前
か
ら
一
般

質
問
で
記
念
館
の
保
存
に
つ
い
て
の
質

問
が
あ
り
、
広
島
県
と
協
議
す
る
と
の

答
弁
が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
協
議
結
果

と
、
今
後
の
七
塚
原
高
原
の
活
用
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

記
念
館
の
保
存
に
つ
い
て
は
、

大
規
模
改
修
は
困
難
な
状
況
で

あ
り
、
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
る
と
伺
っ
て
い
る
。
ま

た
、
記
念
館
を
含
む
七
塚
原
高
原
全
体

の
活
用
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で
同
様
、

防
疫
上
の
課
題
も
あ
り
、
利
用
範
囲
が

限
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
積
極
的
な
展
開

は
困
難
と
の
考
え
で
あ
る
。
一
方
で
、

七
塚
原
高
原
の
有
す
る
ポ
プ
ラ
並
木
や

牧
草
地
な
ど
の
景
観
及
び
自
然
環
境
を

維
持
保
全
す
べ
き
と
の
認
識
を
県
と
し

て
も
持
た
れ
て
お
り
、
今
後
の
利
活
用

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
、
県
に
対
し
て

働
き
か
け
を
行
っ
て
い
く
。

問答

問答

６月定例会では、13名が一般質問を行いました。
要旨をお伝えします。

今回の一般質問は、新型コロナウイルス感染症対策として密集時間を短くするため、議員
１人当たり小項目３問以内、質問時間15分以内（通常30分以内）として行いました。

國
くに

利
とし

　知
とも

史
ふみ

�議員
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ここが聞きたい！

一般質問
庄
原
市
は
芸
備
線
活
用
促
進
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
べ
き

　
　
　

❶
本
市
を
含
む
Ｊ
Ｒ
芸
備
線
沿

線
の
自
治
体
で
構
成
す
る
芸
備

線
対
策
協
議
会
は
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
広
島

支
社
に
対
し
「
芸
備
線
の
存
続
に
向
け

た
沿
線
自
治
体
及
び
沿
線
地
域
に
よ
る

Ｊ
Ｒ
線
を
活
用
し
た
利
用
促
進
策
の
実

施
に
係
る
協
力
要
請
」
を
書
面
で
提
出

さ
れ
た
が
、
そ
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い

て
伺
う
。

 

❷
市
単
体
で
の
具
体
的
促
進
策
を
い

ち
早
く
策
定
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え

る
が
、
具
体
的
促
進
策
は
ど
の
よ
う
に

進
め
る
の
か
。

　
　
　

❶
具
体
的
に
は
『
駅
舎
施
設
等

の
活
用
』『
特
別
車
両
に
よ
る

貸
切
列
車
の
運
行
』『
使
い
や
す
い
乗

車
券
の
設
定
』
を
例
示
し
、
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
と
沿
線
の
施
設
や
イ
ベ
ン
ト

等
を
関
連
付
け
た
、
芸
備
線
の
利
用
促

進
策
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ

る
。
例
え
ば
、
駅
舎
内
で
の
弁
当
や
土

産
物
な
ど
の
販
売
許
可
や
、
特
別
車
両

に
よ
る
観
光
列
車
と
沿
線
市
町
の
観
光

施
設
を
組
み
合
わ
せ
た
ツ
ア
ー
の
企
画

や
周
遊
切
符
、
あ
る
い
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
を
活
用
す
る
デ
ジ
タ
ル
周

遊
券
と
連
動
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
企
画
な

ど
が
考
え
ら
れ
る
。

　

❷
本
年
度
は
、「
運
賃
助
成
」
や
「
イ

ベ
ン
ト
助
成
」、「
芸
備
線
利
用
者
限
定

の
記
念
品
配
布
事
業
」
の
ほ
か
、「
車

窓
か
ら
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
」や「
Ｊ

Ｒ
で
行
く
カ
ー
プ
応
援
隊
事
業
」、「
児

童
生
徒
を
対
象
と
し
た
芸
備
線
乗
車
体

験
事
業
」
を
実
施
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
利
用
促
進
に
取
り
組
ん
で
い

く
。
ま
た
、
木
次
線
沿
線
市
町
や
新
見

市
と
連
携
し
た
事
業
に
つ
い
て
も
検
討

し
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問

〇�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
を
受
け
た
全
て
に
迅
速
な
支

援
策
を

問答

　
　
　

近
年
、
高
齢
者
の
事
故
が
増
加

し
て
い
る
中
で
、
本
市
で
は
、

運
転
免
許
証
を
自
主
的
に
返
納
し
た
65

歳
以
上
の
方
を
対
象
に
「
庄
原
市
運
転

免
許
返
納
高
齢
者
支
援
事
業
」
が
実
施

さ
れ
て
い
る
。
自
身
の
運
転
操
作
に
不

安
を
も
た
れ
、
自
ら
運
転
免
許
証
を
返

納
し
事
前
に
事
故
を
回
避
し
た
い
と
い

う
行
動
は
、
返
納
後
の
移
動
手
段
の
確

保
を
考
え
る
と
、
勇
気
の
い
る
行
動
で

あ
る
。
こ
の
様
な
行
動
は
65
歳
以
上
に

限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

　

❶
身
体
的
理
由
で
免
許
証
を
返
納
せ

ざ
る
を
得
な
い
64
歳
以
下
の
方
も
事
業

対
象
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

❷
支
援
内
容
も
市
内
タ
ク
シ
ー
利
用

助
成
券
等
、
1
回
の
み
で
あ
る
。
複
数

回
に
拡
大
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　

❶
身
体
的
理
由
で
運
転
免
許
を

自
主
返
納
さ
れ
た
満
65
歳
未
満

の
方
に
つ
い
て
は
、
１
級
か
ら
４
級
の

身
体
障
害
者
手
帳
を
所
持
さ
れ
て
お
れ

ば
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
等
を
交
付
す
る

「
庄
原
市
障
害
者
外
出
支
援
券
交
付
事

業
」
を
ご
案
内
し
て
い
る
。
運
転
免
許

返
納
高
齢
者
支
援
事
業
の
趣
旨
は
、
運

転
免
許
自
主
返
納
制
度
を
活
用
し
、
運

転
免
許
を
返
納
し
た
高
齢
者
の
外
出
支

援
を
目
的
と
し
て
お
り
、
引
き
続
き
、

目
的
に
沿
っ
た
運
用
に
努
め
る
。

　

❷
運
転
免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た
方

へ
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
民
間
交
通
事

業
者
等
に
よ
る
支
援
制
度
が
徐
々
に
広

が
っ
て
い
る
こ
と
、
及
び
、
事
業
開
始

以
前
に
運
転
免
許
を
自
主
返
納
さ
れ
た

高
齢
者
や
、
元
々
、
運
転
免
許
を
お
持

ち
で
な
い
高
齢
者
も
お
ら
れ
、
こ
の
方

々
と
の
均
衡
を
図
る
観
点
か
ら
現
在
の

制
度
設
計
と
し
て
い
る
。
な
お
、
市
で

は
免
許
返
納
者
を
は
じ
め
免
許
を
有
さ

な
い
市
民
の
外
出
支
援
の
視
点
も
含
め
、

地
域
生
活
バ
ス
や
デ
マ
ン
ド
交
通
、
市

民
タ
ク
シ
ー
事
業
な
ど
、
各
地
域
の
事

情
や
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
公
共
交

通
の
確
保
・
運
行
に
努
め
て
い
る
こ
と

か
ら
、
こ
れ
ら
の
利
用
で
ご
対
応
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

運
転
免
許
返
納
者
支
援
に
つ
い
て

問

答

赤
あか

木
ぎ

　忠
ただ

德
のり

�議員

横
よこ

路
ろ

　政
まさ

之
ゆき

�議員
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一般質問
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原

�

取
得
方
針
に
つ
い
て

　
　
　

取
得
後
の
本
施
設
を
ど
の
よ
う

に
活
用
し
、
ど
の
く
ら
い
ま
で

維
持
管
理
を
行
う
の
か
、
ま
た
、
最
大

の
財
政
負
担
は
ど
の
程
度
ま
で
可
能
と

考
え
ら
れ
て
い
る
の
か
な
ど
、
本
施
設

の
活
用
方
針
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

取
得
後
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

住
民
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る

施
設
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
維
持
し
、

管
理
運
営
を
担
う
と
と
も
に
、
市
内
施

設
の
機
能
集
約
な
ど
に
よ
り
、
多
く
の

人
々
が
集
い
、
憩
い
、
そ
し
て
に
ぎ
わ

い
を
生
む
魅
力
的
な
場
と
な
る
よ
う
民

間
事
業
者
と
の
連
携
も
視
野
に
、
将
来

を
展
望
し
て
い
く
。
ま
た
、
指
定
管
理

者
制
度
に
よ
る
運
営
に
よ
り
、
管
理
運

営
経
費
の
縮
減
を
図
る
と
と
も
に
、
施

設
修
繕
及
び
設
備
更
新
な
ど
を
適
切
に

行
う
こ
と
で
、
現
状
の
施
設
躯
体
を
概

ね
20
年
程
度
は
利
用
す
る
こ
と
が
可
能

と
考
え
て
い
る
。
取
得
後
10
年
間
に
お

け
る
施
設
の
修
繕
及
び
改
修
に
要
す
る

概
算
経
費
に
つ
い
て
は
、
緊
急
修
繕
約

８
６
０
０
万
円
を
含
め
、
施
設
の
機
能

向
上
を
図
る
改
修
経
費
と
し
て
約
１
億

２
０
０
０
万
円
、
設
備
等
の
修
繕
経
費

と
し
て
約
２
億
６
０
０
０
万
円
と
試
算

し
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
取
得
後

に
お
い
て
は
、
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
改
修
や
、
予
測
し
て
い
な
い
故
障
に

よ
る
修
繕
が
発
生
す
る
場
合
も
想
定
さ

れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
維
持
管
理

及
び
修
繕
・
改
修
等
に
伴
う
市
の
将
来

的
な
財
政
負
担
に
つ
い
て
は
、
中
長
期

的
な
財
政
推
計
を
行
う
中
で
、
改
修
の

実
施
内
容
や
時
期
等
を
検
討
し
、
過
度

の
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
調
整
し
て
い

く
。

問答

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
誰
も
が
閲
覧

で
き
る
「
顔
」
と
も
言
え
る
大

変
重
要
で
効
果
的
な
ツ
ー
ル
で
あ
る
が
、

こ
の
活
用
方
法
と
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
伺
う
。
ま
た
、
情
報
の
集
約
方
法

と
、更
新
や
チ
ェ
ッ
ク
の
頻
度
を
伺
う
。

　
　
　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
は
、

タ
イ
ム
リ
ー
な
情
報
発
信
の
観

点
か
ら
、
各
担
当
課
が
そ
れ
ぞ
れ
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
ペ
ー
ジ

の
作
成
・
更
新
を
行
っ
て
お
り
、
総
括

的
に
一
つ
の
課
で
情
報
の
集
約
を
行

い
、
掲
載
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
。

更
新
に
つ
い
て
は
、
年
度
替
わ
り
に
は

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
新
し
い
事
業

年
度
へ
の
切
り
替
え
や
終
了
し
た
記
事

の
削
除
等
を
行
う
と
と
も
に
、
年
度
中

途
に
お
い
て
も
積
極
的
な
情
報
発
信
、

掲
載
中
の
記
事
の
更
新
な
ど
定
期
的
な

確
認
を
実
施
し
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
膨
大
な
情
報
の
中
の
一
部
で
リ
ン

ク
切
れ
や
古
い
情
報
の
ま
ま
の
ペ
ー
ジ

も
見
ら
れ
る
た
め
、
Ｄ
Ｘ
技
術
の
活
用

な
ど
に
よ
り
更
新
を
行
い
、
適
切
な
情

報
発
信
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　

現
在
ま
で
の
カ
ー
ド
普
及
率
及

び
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
の
利

用
状
況
と
、
今
後
、
こ
の
事
業
を
庄
原

市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
協
議
会

と
連
携
し
て
、
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ

よ
う
と
し
て
い
る
の
か
伺
う
。

　
　
　

カ
ー
ド
の
所
持
率
に
つ
い
て
、

発
行
枚
数
は
３
万
２
６
４
枚
で
、

３
月
末
時
点
の
本
市
の
人
口
に
対
し
て

約
90
％
と
な
っ
て
い
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム

ポ
イ
ン
ト
の
利
用
状
況
は
、
５
月
末
ま

で
の
利
用
額
が
２
億
１
７
５
０
万
円
と

な
っ
て
お
り
、
率
に
換
算
す
る
と
約
72

％
で
あ
る
。
今
後
に
お
い
て
も
、
庄
原

市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
協
議
会

に
お
い
て
、
カ
ー
ド
の
機
能
を
使
っ
た

事
業
を
展
開
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

市
と
し
て
も
手
数
料
の
収
納
等
、
行
政

サ
ー
ビ
ス
で
の
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る

�

広
報
に
つ
い
て

問答

い
ざ
な
み
カ
ー
ド
の

�

利
用
促
進
に
つ
い
て

問答

宇
う

江
え

田
だ

　豊
とよ

彦
ひこ

�議員

坪
つぼ

田
た

　朋
とも

人
ひと

�議員

かんぽの郷庄原
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ここが聞きたい！

一般質問
庄
原
市
人
材
育
成

�

基
本
方
針
に
つ
い
て

　
　
　

❶
職
員
の
育
成
は
住
民
福
祉
の

向
上
と
活
力
あ
る
地
域
社
会
の

構
築
に
重
要
な
事
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
こ
の
方
針
に
基
づ
く
具
体
的
な

取
り
組
み
、
実
施
計
画
を
示
さ
な
け
れ

ば
、
そ
の
成
果
、
効
果
を
客
観
的
に
評

価
す
る
事
は
で
き
な
い
と
考
え
る
が
、

市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

❷
庄
原
市
人
材
育
成
基
本
方
針
が
平

成
20
年
に
策
定
さ
れ
て
以
降
、
国
に
お

い
て
人
事
評
価
制
度
の
導
入
、
女
性
活

躍
推
進
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推
進
、

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
推
進

な
ど
の
法
整
備
が
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら

も
、
本
市
の
方
針
も
改
定
が
必
要
で
は

な
い
か
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解
を

伺
う
。

　
　
　

❶
本
市
は
、
平
成
19
年
度
に
庄

原
市
人
材
育
成
基
本
方
針
を
策

定
し
て
お
り
、
計
画
的
か
つ
効
果
的
に

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
平
成

27
年
４
月
に
は
、
平
成
29
年
度
ま
で
を

計
画
期
間
と
し
た
庄
原
市
人
材
育
成
基

本
方
針
実
施
計
画
を
策
定
し
、
職
員
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
イ
メ
ー
ジ
を
明
示
す
る

と
と
も
に
、
そ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
状

況
を
踏
ま
え
、課
題
を
整
理
す
る
中
で
、

平
成
27
年
度
以
降
で
新
た
に
取
り
組
む

項
目
や
検
討
事
項
の
取
り
ま
と
め
を
行

っ
て
い
る
。
現
在
、
実
施
計
画
の
期
間

は
終
了
し
て
い
る
が
、
こ
の
計
画
に
則

し
た
取
り
組
み
を
継
続
す
る
中
で
、
随

時
、
採
用
試
験
方
法
の
見
直
し
や
研
修

内
容
の
充
実
を
図
っ
て
お
り
、
そ
の
成

果
及
び
効
果
に
つ
い
て
、
庄
原
市
行
政

経
営
改
革
審
議
会
で
ご
意
見
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
職
員
の
総
合
的
な
資
質
の

向
上
と
能
力
発
揮
に
努
め
て
き
た
。

　

❷
庄
原
市
人
材
育
成
基
本
方
針
の
策

定
か
ら
10
年
余
り
が
経
過
し
て
い
る
が
、

本
市
の
人
材
育
成
に
お
け
る
基
本
的
な

考
え
方
や
ビ
ジ
ョ
ン
な
ど
、
要
と
な
る

部
分
に
変
更
は
な
く
、
そ
の
趣
旨
を
踏

ま
え
な
が
ら
継
続
的
に
職
員
の
能
力
開

発
等
に
努
め
て
き
た
。
ま
た
、
こ
の
間

に
は
各
種
法
整
備
等
が
行
わ
れ
て
お
り
、

女
性
活
躍
推
進
や
次
世
代
育
成
支
援
な

ど
の
各
分
野
に
お
い
て
個
別
計
画
等
を

策
定
し
、
必
要
な
取
り
組
み
を
実
施
し

て
い
る
。

問答

　
　
　

❶
市
に
よ
る
施
設
取
得
を
目
指

す
の
で
あ
れ
ば
、
現
在
の
赤
字

経
営
か
ら
の
脱
却
に
向
け
た
事
業
計
画

が
必
要
と
考
え
る
が
、
市
の
財
政
に
見

合
っ
た
設
備
投
資
の
み
で
黒
字
化
が
見

込
め
る
の
か
。
ま
た
、
市
が
関
わ
る
形

で
の
企
画
競
争
入
札
や
「
星
野
リ
ゾ
ー

ト
観
光
活
性
化
フ
ァ
ン
ド
」
活
用
の
可

能
性
を
探
れ
な
い
か
。

　

❷
市
民
が
ま
ち
づ
く
り
に
主
体
的
に

参
加
し
、
意
思
決
定
に
関
わ
る
た
め
に

は
、
選
ば
れ
た
情
報
だ
け
で
は
な
く
、

厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
将
来
的

な
財
政
負
担
額
や
そ
の
上
限
額
な
ど
確

か
な
数
値
に
よ
る
情
報
提
供
が
不
可
欠

で
あ
る
。
市
民
・
団
体
へ
の
意
見
募
集

に
際
し
、
ど
こ
ま
で
情
報
を
公
開
さ
れ

た
の
か
伺
う
。

　
　
　

❶
取
得
後
は
、
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
る
運
営
を
想
定
し
て
お

り
、
民
間
事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
経
営

手
法
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
管
理
に
要

す
る
経
費
縮
減
が
図
ら
れ
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、施
設
の
維
持
修
繕
等
は
、

優
先
度
が
高
い
箇
所
の
修
繕
経
費
、
約

８
６
０
０
万
円
を
含
め
、
施
設
の
機
能

向
上
を
図
る
改
修
経
費
と
し
て
約

１
億
２
０
０
０
万
円
、
設
備
等
の
修
繕

経
費
と
し
て
約
２
億
６
０
０
０
万
円
と

見
込
ん
で
い
る
。
星
野
リ
ゾ
ー
ト
等
の

民
間
事
業
者
と
の
連
携
に
つ
い
て
、
市

と
し
て
も
連
携
が
行
え
る
事
業
者
が
お

ら
れ
る
場
合
は
、
そ
の
よ
う
な
取
り
組

み
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
検
討
を
進
め

て
い
く
。

　

❷
取
得
の
可
否
の
判
断
を
行
う
参
考

と
す
る
た
め
、
市
内
公
共
的
団
体
へ
の

説
明
会
及
び
市
民
等
か
ら
の
意
見
聴
取

を
実
施
し
、
そ
の
時
点
に
お
い
て
入
手

で
き
て
い
た
情
報
や
資
料
を
基
に
、
利

用
者
数
の
推
移
や
取
得
金
額
の
推
計
を

お
示
し
し
た
。
ま
た
、
日
本
郵
政
株
式

会
社
か
ら
提
供
を
受
け
た
施
設
の
修

繕
履
歴
等
か
ら
想
定
し
た
改
修
及
び
修

繕
経
費
の
試
算
額
も
説
明
会
資
料
や
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
情
報
提
供
し
て
い

る
。
今
月
実
施
し
た
再
度
の
意
見
聴
取

で
は
、
市
が
取
得
す
べ
き
と
考
え
た
理

由
や
検
討
過
程
に
お
い
て
整
理
し
た
取

得
事
業
費
及
び
そ
の
財
源
、
施
設
の
運

営
経
費
の
試
算
な
ど
の
情
報
を
取
り
ま

と
め
、
情
報
提
供
し
て
い
る
。

か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
の

�

取
得
方
針
に
つ
い
て

問答

政
まさ

野
の

　　太
ふとし

�議員

松
まつ

本
もと

　みのり�議員
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ここが聞きたい！

一般質問
人
口
減
少
対
策
専
門
チ
ー
ム

�
創
設
に
つ
い
て

　
　
　

臨
時
議
会
に
お
い
て
市
長
は
、

「
人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て
、

市
役
所
内
に
組
織
を
横
断
的
に
統
括
す

る
専
門
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
民
間
団
体

と
も
連
携
を
図
り
な
が
ら
進
め
て
い

く
」
と
発
言
さ
れ
た
が
、
具
体
的
な
内

容
、
ま
た
、
進
捗
状
況
等
を
伺
う
。

　
　
　

６
月
に
「
人
口
減
少
対
策
戦
略

本
部
」
を
設
置
し
、
各
部
の
職

員
が
組
織
横
断
的
に
参
画
す
る
専
門
班

を
編
成
し
、
新
た
な
取
り
組
み
の
検
討

作
業
に
着
手
し
た
。「
人
口
減
少
対
策

戦
略
本
部
」
で
は
、
庄
原
市
を
訪
れ
る

人
を
今
ま
で
以
上
に
呼
び
込
み
、
ま
た

来
て
み
た
い
と
満
足
し
て
い
た
だ
け
る

仕
組
み
に
加
え
、
そ
の
先
の
移
住
・
定

住
に
つ
な
が
る
10
年
先
の
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
新
た
な
発
想
や
庄
原
ら
し
さ

を
活
か
し
た
施
策
を
立
案
し
て
い
く
。

施
策
の
立
案
は
民
間
団
体
等
と
の
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
一
丸
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
。

か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
の

�

取
得
後
の
経
営
に
つ
い
て

　
　
　
「
必
要
不
可
欠
な
施
設
で
あ
る

﹃
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
﹄
を
市
に

お
い
て
取
得
す
べ
き
と
判
断
し
た
」
と

議
員
全
員
協
議
会
で
発
表
さ
れ
た
が
、

具
体
的
経
営
計
画
の
発
表
、
ま
た
、
経

営
に
失
敗
し
た
際
の
責
任
の
所
在
に
つ

い
て
も
明
確
に
し
て
お
く
べ
き
と
思
う

が
、
考
え
を
伺
う
。

　
　
　

管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、
民
間

事
業
者
の
ノ
ウ
ハ
ウ
等
を
活
用

し
、
効
率
的
・
効
果
的
な
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
図
る
た
め
、
指
定
管
理
者
制
度

の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
。
な
お
、
こ

れ
ま
で
指
定
管
理
者
を
公
募
し
た
施
設

に
つ
い
て
は
、
応
募
団
体
か
ら
事
業
計

画
書
及
び
収
支
計
画
書
等
の
提
出
を
求

め
、
市
に
お
い
て
審
議
し
、
議
会
の
議

決
を
得
て
、
指
定
管
理
者
を
決
定
し
て

い
る
。
市
と
指
定
管
理
者
の
お
互
い
が

公
の
施
設
の
管
理
運
営
に
対
し
て
、
共

通
の
認
識
を
持
っ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問

〇
農
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

問答

問答

庄
原
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
進
捗
状
況
と

今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

　
　
　

❶
庄
原
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
推

進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
、
い

ざ
な
み
カ
ー
ド
の
発
行
が
行
わ
れ
て
い

る
が
、
現
在
の
カ
ー
ド
の
加
入
率
、
ポ

イ
ン
ト
利
用
率
及
び
そ
の
経
済
波
及
効

果
に
つ
い
て
伺
う
。

　

❷
い
ざ
な
み
カ
ー
ド
は
、
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
就
学
児

童
や
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
見
守

り
機
能
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域
行
事

参
加
者
へ
の
ポ
イ
ン
ト
付
与
な
ど
、
い

ざ
な
み
カ
ー
ド
を
最
大
限
利
活
用
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
今
後

の
事
業
展
開
に
つ
い
て
伺
う
。

　
　
　

❶
カ
ー
ド
の
所
持
率
に
つ
い
て
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
発
行
枚
数

は
３
万
２
６
４
枚
で
、
３
月
末
時
点
の

本
市
の
人
口
に
対
し
て
約
90
％
と
な
っ

て
い
る
。
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ
ン
ト
の
利

用
率
は
、
５
月
末
ま
で
の
利
用
額
が
２

億
１
７
５
０
万
円
で
、
約
72
％
の
ポ
イ

ン
ト
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。
経
済
へ
の

直
接
的
な
効
果
と
し
て
は
、
市
内
の
加

盟
店
で
使
用
さ
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
ポ
イ

ン
ト
の
利
用
総
額
を
約
３
億
円
と
見
込

ん
で
お
り
、
こ
れ
は
市
内
の
事
業
者
の

み
で
使
用
さ
れ
、
域
内
経
済
の
活
性
化

に
繋
が
っ
て
い
る
と
捉
え
て
い
る
。
ま

た
、
加
盟
店
で
購
買
さ
れ
る
商
品
の
仕

入
れ
等
は
、
様
々
な
関
連
す
る
産
業
に

波
及
し
、
新
た
な
需
要
を
生
み
出
す
こ

と
に
な
る
。
そ
の
需
要
に
対
応
す
る
生

産
活
動
が
拡
大
す
る
こ
と
で
原
材
料
や

資
材
な
ど
の
産
業
に
次
々
と
需
要
を
も

た
ら
し
、
相
当
の
経
済
波
及
効
果
が
生

じ
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。

　

❷
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
推
進
事
業

は
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
や
携
帯
ア
プ
リ
の
仕
組
み
が
導

入
さ
れ
て
お
り
、
商
業
振
興
の
み
な
ら

ず
、「
児
童
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」
や
「
高

齢
者
見
守
り
サ
ー
ビ
ス
」、
ア
プ
リ
を

利
用
し
た
特
産
品
販
売
や
観
光
情
報
の

発
信
な
ど
、
様
々
な
可
能
性
を
有
し
て

い
る
。
今
後
も
、
庄
原
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
推
進
協
議
会
に
お
い
て
カ
ー

ド
の
機
能
を
使
っ
た
事
業
を
展
開
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市
と
し
て
も
手

数
料
の
収
納
等
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
で
の

活
用
を
図
っ
て
い
く
。

問答

 林
はやし

　　高
たか

正
まさ

�議員�

吉
きっ

川
かわ

　遂
みち

也
や

�議員
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ここが聞きたい！

一般質問
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

�

感
染
症
対
策
に
つ
い
て

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
の
安
全
で
迅
速
な
接

種
の
た
め
、
わ
か
り
や
す
い
工

程
表
を
繰
り
返
し
市
民
に
知
ら
せ
る
こ

と
、
そ
の
際
、
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方

と
並
行
し
て
、
保
育
士
や
教
職
員
な
ど

を
優
先
す
る
な
ど
、
市
独
自
の
手
立
て

を
と
る
考
え
は
な
い
か
伺
う
。

　
　
　

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
接
種
順
位
や

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
の
工
程
は
、

こ
れ
ま
で
対
象
者
へ
の
個
別
通
知
や
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
に
よ
り
、
お
知
ら
せ

し
て
い
る
。
７
月
か
ら
は
65
歳
未
満
の

接
種
も
始
ま
る
た
め
、
引
き
続
き
、
情

報
提
供
に
努
め
る
。
ま
た
、
居
宅
サ
ー

ビ
ス
事
業
所
等
の
従
事
者
へ
の
優
先
接

種
は
、
高
齢
者
の
接
種
に
合
わ
せ
て
実

施
し
て
お
り
、
保
育
士
及
び
小
・
中
・

高
等
学
校
の
教
職
員
へ
の
接
種
も
、
優

先
的
に
実
施
す
る
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
の
取
得
問
題
に

つ
い
て

　
　
　

大
切
な
施
設
で
は
あ
る
が
、
新

た
な
行
政
財
産
の
取
得
に
は
本

来
慎
重
で
あ
る
べ
き
だ
。
ま
ち
づ
く
り

基
本
条
例
な
ど
の
精
神
か
ら
も
、
６
月

末
ま
で
に
結
論
を
出
す
の
で
な
く
、

も
っ
と
市
民
の
声
を
聴
き
検
討
す
べ
き

と
考
え
る
が
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　
　
　

本
施
設
は
、
市
の
活
性
化
に
寄

与
す
る
必
要
不
可
欠
な
施
設
で

あ
り
、
市
に
お
い
て
取
得
す
る
方
針
を

お
示
し
し
た
。
取
得
方
針
の
整
理
の
過

程
に
お
い
て
は
、
施
設
取
得
に
要
す
る

経
費
と
と
も
に
、
今
後
の
改
修
経
費
や

施
設
の
維
持
管
理
経
費
な
ど
の
財
政
負

担
に
加
え
、
長
期
総
合
計
画
・
実
施
計

画
等
、
本
市
の
様
々
な
計
画
と
の
整
合

性
も
検
討
し
て
き
た
。
最
終
的
な
判
断

時
期
に
つ
い
て
は
日
本
郵
政
株
式
会
社

よ
り
令
和
３
年
度
内
で
売
買
契
約
を
求

め
ら
れ
て
お
り
、
取
得
す
る
場
合
、
事

務
手
続
き
の
期
間
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
る
こ
と
、
効
果
的
な
財
源
の
活
用
を

検
討
す
る
中
で
有
利
な
財
源
で
あ
る
過

疎
対
策
事
業
債
の
活
用
が
可
能
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
今
月
末
に
判
断
す
る
こ
と

と
し
た
。

問答

問答

　
　
　

❶
庄
原
市
役
所
に
お
け
る
女
性

管
理
職
の
占
め
る
割
合
、
一
般

職
採
用
試
験
受
験
者
の
男
女
数
、
昨
年

度
の
育
児
休
業
取
得
者
数
、
及
び
昨
年

度
の
男
性
の
育
児
休
業
取
得
者
数
に
つ

い
て
伺
う
。

　

❷
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
非
正
規
労

働
が
多
い
女
性
の
貧
困
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
が
、
母
子
家
庭
の
生
活
保
護
受

給
率
を
伺
う
。

　
　
　

❶
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
に

お
け
る
市
管
理
職
の
う
ち
、
女

性
の
人
数
と
割
合
は
５
人
、
10
・
２
％
、

昨
年
度
の
一
般
職
採
用
試
験
受
験
者
は

女
性
が
53
人
、
男
性
が
83
人
、
同
じ
く

昨
年
度
の
育
児
休
業
取
得
者
は
11
人
で
、

そ
の
う
ち
男
性
が
４
人
で
あ
る
。

　

❷
平
成
28
年
度
の
全
国
ひ
と
り
親
世

帯
等
調
査
の
結
果
で
は
、
ひ
と
り
親
世

帯
の
う
ち
、
母
子
世
帯
の
割
合
は
86
・

８
％
、
平
成
27
年
度
の
国
勢
調
査
に
お

け
る
広
島
県
の
母
子
世
帯
の
割
合
は

89
・
９
％
と
な
っ
て
お
り
、
い
ず
れ
も

市
町
村
別
の
割
合
を
示
す
デ
ー
タ
は
な

い
。
本
市
の
現
状
を
把
握
で
き
る
デ
ー

タ
と
し
て
、
児
童
扶
養
手
当
の
直
近
の

申
請
状
況
を
み
て
み
る
と
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
う
ち
、
母
子
世
帯
の
割
合
は

84
・
６
％
で
、
こ
の
う
ち
生
活
保
護
受

給
率
は
3
・
７
％
で
、
直
近
３
か
年
の

推
移
を
見
て
も
大
き
な
変
動
は
な
い
。

　
　
　

内
閣
府
男
女
共
同
参
画
局
は
、

令
和
３
年
５
月
28
日
「
生
理
の

貧
困
」
に
関
す
る
国
や
地
方
自
治
体
の

取
り
組
み
を
公
表
し
、
生
理
用
ナ
プ
キ

ン
な
ど
を
配
布
す
る
自
治
体
が
２
５
５

団
体
あ
る
と
明
ら
か
に
し
た
が
、
本
市

に
お
い
て
も
無
償
配
布
や
、
学
校
の
女

子
ト
イ
レ
な
ど
に
配
備
す
る
こ
と
に
つ

い
て
伺
う
。

　
　
　

本
市
で
は
、
現
時
点
で
市
民
か

ら
「
生
理
の
貧
困
」
に
関
連
す

る
相
談
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
し
か

し
な
が
ら
、
声
に
出
し
づ
ら
い
問
題
で

あ
り
、
先
ず
は
困
り
ご
と
を
相
談
に
つ

な
げ
る
取
り
組
み
と
し
て
、
生
理
用
品

に
困
窮
す
る
方
を
対
象
に
無
償
配
布
を

行
う
こ
と
と
し
、
市
役
所
本
庁
、
各
支

所
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
市
内
の
学
校

に
も
児
童
生
徒
等
が
利
用
で
き
る
よ
う

配
備
し
た
。

女
性
の
地
位
向
上
と
貧
困
問
題

問答

「
生
理
の
貧
困
」
対
策
を

問答

谷
たに

口
ぐち

　隆
たか

明
あき

�議員

藤
ふじ

木
き

　百
ゆ

合
り

子
こ

�議員
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ここが聞きたい！

一般質問
市
民
生
活
の
現
状
把
握
と

�
分
析
に
つ
い
て

　
　
　

日
本
経
済
は
長
期
不
況
、
恐
慌

状
況
に
陥
っ
て
い
る
中
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
は
、

特
に
生
活
困
窮
者
を
直
撃
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
中
で
、
自
治
体
の
責
務
と

し
て
、
住
民
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

の
事
業
展
開
を
企
画
立
案
す
る
た
め
に

は
、
市
民
生
活
の
現
状
把
握
と
分
析
が

不
可
欠
に
な
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
、

市
は
、現
在
の
庄
原
市
民
の
生
活
状
況
、

市
内
の
経
済
状
況
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
把
握
し
、
分
析
を
し
て
い
る
の
か
伺

う
。

　
　
　

市
民
生
活
や
市
内
経
済
の
状
況

は
、
こ
れ
ま
で
も
国
が
実
施
し

て
い
る
統
計
調
査
等
の
結
果
や
、
庁
内

の
各
部
署
に
お
け
る
施
策
の
推
進
過
程

に
お
い
て
、
実
態
の
把
握
に
努
め
て
お

り
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
・
数
値
等
は
各

担
当
部
署
で
整
理
・
分
析
し
、
現
状
の

認
識
や
今
後
求
め
ら
れ
る
施
策
の
発
案

等
に
活
用
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染

拡
大
に
よ
り
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
事
態
と
な
っ

た
。
こ
の
状
況
に
対
し
、
市
内
事
業
者

へ
の
影
響
に
つ
い
て
は
、
市
内
経
済
団

体
と
緊
密
な
情
報
共
有
を
図
る
と
と
も

に
、
農
林
業
も
含
め
、
広
く
事
業
者
か

ら
現
状
及
び
効
果
的
な
支
援
策
等
に
つ

い
て
聞
き
取
り
調
査
を
実
施
し
、
事
業

の
継
続
や
雇
用
維
持
に
対
す
る
支
援
な

ど
、迅
速
な
経
済
対
策
に
繋
げ
て
き
た
。

な
お
、
本
年
５
月
に
広
島
県
に
発
令
さ

れ
た
緊
急
事
態
宣
言
に
伴
い
、
観
光
産

業
で
あ
る
宿
泊
関
連
事
業
者
や
交
通
事

業
者
の
ほ
か
、
飲
食
関
連
事
業
者
に
お

い
て
も
休
業
要
請
や
時
短
営
業
に
よ
る

影
響
が
生
じ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
ま

た
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
市
民
生
活
の
状
況

に
つ
い
て
は
、
収
入
減
や
離
職
等
に
伴

う
相
談
件
数
が
増
加
し
て
お
り
、
自
立

相
談
支
援
事
業
な
ど
生
活
困
窮
者
に
対

す
る
相
談
事
業
を
通
じ
、
住
居
確
保
給

付
金
や
生
活
福
祉
資
金
特
例
貸
付
な
ど

の
制
度
活
用
に
繋
げ
る
と
と
も
に
、
子

育
て
世
代
の
低
所
得
者
に
対
す
る
給
付

金
事
業
な
ど
重
層
的
な
生
活
支
援
を
実

施
し
、
影
響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
こ

と
で
、
生
活
保
護
世
帯
は
減
少
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

問答

市
政
情
報
や
緊
急
情
報
、

イ
ベ
ン
ト
情
報
な
ど
の

�

情
報
発
信
の
拡
充
に
つ
い
て

　
　
　

現
在
、
庄
原
市
で
は
、
住
民
告

知
端
末
放
送
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ

ク
等
の
活
用
に
よ
り
、
各
種
の
情
報
を

発
信
し
て
い
る
が
不
便
な
点
も
多
い
と

聞
い
て
い
る
。
最
新
の
情
報
が
常
に
受

け
取
れ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を
活
用
し
た

情
報
発
信
を
実
施
し
て
は
ど
う
か
伺
う
。

　
　
　

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
は
ソ
ー
シ
ャ

ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
サ
ー
ビ

ス
の
中
で
も
利
用
者
が
多
く
、
情
報
発

信
時
に
は
通
知
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
即

時
性
の
高
い
情
報
媒
体
で
あ
る
と
認
識

し
、
こ
れ
ま
で
調
査
を
し
て
き
た
。
し

か
し
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
は
利
用
者
の

個
人
情
報
が
中
国
関
連
会
社
か
ら
閲
覧

可
能
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
問
題
に
よ

り
、
一
部
自
治
体
で
運
用
を
停
止
し
て

い
る
状
況
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
個
人
情

報
保
護
の
観
点
も
含
め
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
社

や
政
府
の
動
向
を
見
極
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

子
供
達
の
人
権
を
守
る
ケ
ア
や

�

サ
ポ
ー
ト
環
境
に
つ
い
て

　
　
　

全
国
的
に
虐
待
や
い
じ
め
問
題

等
、
悲
し
い
事
件
が
多
く
、
庄

原
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
学

校
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
防
止
に
努
め
ら
れ
て
い
る
が
、

感
染
し
た
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
精
神

的
ケ
ア
や
サ
ポ
ー
ト
体
制
を
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
か
伺
う
。

　
　
　

感
染
が
確
認
さ
れ
た
児
童
生
徒

に
つ
い
て
は
、
当
該
校
の
教
職

員
が
そ
の
家
族
と
連
携
を
密
に
図
り
、

実
態
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
当
該
児

童
生
徒
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、

状
況
に
応
じ
た
学
習
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
当
該
校
で
は
心
の
ケ
ア
や
専

門
的
な
支
援
を
行
う
た
め
に
、
ス
ク
ー

ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
派
遣
を
受
け
、
児

童
生
徒
を
は
じ
め
保
護
者
等
の
実
態
や

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
相
談
体
制
の
充
実
を

図
っ
て
い
る
。
各
学
校
に
お
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
も
と
に
、
差
別
や
偏

見
が
生
じ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
取
り
組

み
を
徹
底
し
て
い
る
。

問答

問答

福
ふく

山
やま

　権
けん

二
じ

�議員

前
まえ

田
だ

　智
ち

永
え

�議員
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開
催
日　

５
月
26
日

■
感
謝
状

　

産
業
経
済
委
員
会
委
員

 

宇
江
田　

豊　

彦

開
催
日　

４
月
20
日

■
議
員
特
別
表
彰

　

議
員
16
年
以
上

 
林　
　
　

高　

正

 
近　

藤　

久　

子

 

岡　

村　

信　

吉

　

議
員
12
年
以
上

 

坂　

本　

義　

明

 

徳　

永　

泰　

臣

 

田　

部　

道　

男

■
議
員
普
通
表
彰

　

議
員
８
年
以
上

 

政　

野　
　
　

太

か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
に
つ
い
て

　

企
画
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
日
本
郵
政
株

式
会
社
か
ら
本
市
に
譲
渡
の
打
診
の
あ
っ
た

「
か
ん
ぽ
の
郷
庄
原
」
に
つ
い
て
調
査
し
て
い

ま
す
。

　

６
月
16
日
、
本
市
が
施
設
を
取
得
し
た
場
合

に
必
要
と
な
る
ホ
テ
ル
の
修
繕
箇
所
を
中
心
に
、

運
営
会
社
で
あ
る
サ
ン
ヒ
ル
ズ
庄
原
の
方
に
案

内
を
し
て
い
た
だ
き
、
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
13
年
に
竣
工
・
オ
ー
プ
ン
以
降
、
運
営

会
社
で
様
々
な
修
繕
が
行
わ
れ
て
お
り
、
20
年

が
経
過
し
て
い
る
と
は
思
え
な
い
ほ
ど
の
適
切

な
管
理
が
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
た
だ
し
、
客
室

や
浴
場
な
ど
、
経
年
劣
化
が
み
ら
れ
る
部
分
も

あ
り
ま
し
た
。
本
市
が
想
定
し
て
い
る
修
繕
・ 

改
修
経
費
は
、
取
得
後
の
10
年
間
で
約
３
億
８ 

０
０
０
万
円
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

本
市
の
観
光
行
政
を
推
進
し
て
い
く
上
で
、

当
該
施
設
の
存
続
の
有
無
は
大
き
な
鍵
と
な
り

ま
す
。
施
設
が
持
つ
経
済
波
及
効
果
と
将
来
世

代
の
財
政
負
担
、
取
得
し
た
場
合
の
運
営
形
態

な
ど
、
施
策
に
対
す
る
多
角
的
な
視
点
で
の
判

断
が
で
き
る
よ
う
調
査
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

委
員
会
の
活
動
状
況
を

報
告
し
ま
す
。

第
97
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
書
面
会
議
に
お
け
る
表
彰

第
１
４
８
回
中
国
市
議
会
議
長
会

定
期
総
会
に
お
け
る
表
彰

　

本
市
市
議
会
議
員
（
退
職
議
員
を
含
む
）
が
次
の
と
お
り
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
功
績
を
た
た
え
、
今
後
の
活
躍
を
祈
り
ま
す
。

代表挨拶　林高正議員

　

表 

彰

企
画
建
設
常
任
委
員
会
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令和２年度 政務活動費収支報告について
　政務活動費は、議員の調査研究活動に必要な経費の一部として、会派又は会派に所属しない議員
に、半期ごとに交付されます。各会派等は、収支報告書に領収書を添付し議長に提出しています。毎
年、議長による内部監査を行い、透明性の確保に努めています。
　提出された収支報告書や領収書等は、所定の手続きにより、議会事務局で閲覧することができます。
収支報告書及び項目別集計表、各視察・研修の報告書は、市議会ホームページで公開しています。

会派の場合　　　　　　　月３万円×所属議員数
会派に所属しない議員　　月３万円

交付額

支出項目の説明

【交付対象期間】令和2年４月～令和3年３月

収支報告総括表

会派・議員
所属
議員
数

交付額
政務活動費項目別集計 会���派������

議���員������
負担分

会派議員�
負担分差
引合計額

残余金�
返納額研究

研修費
調査
旅費

資料
作成費

資料
購入費 広報費 広聴費 合計

市民の会 3� 1,080,000� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 1,080,000�

清風 3� 1,080,000� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 1,080,000�

地域政党�
きずな�
庄原議員団

5� 1,800,000� 0� 0� 0� 0� 821,871�（1件） 0� 821,871� 0� 821,871� 978,129�

結 5� 1,800,000� 0� 0� 0� 0� 176,550�（1件） 0� 176,550� 0� 176,550� 1,623,450�

谷口隆明 1� 360,000� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 360,000�

横路政之 1� 360,000� 0� 0� 0� 21,577�
（2件） 0� 21,577� 0� 21,577� 338,423�

田部道男 1� 360,000� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 360,000�

岩山泰憲 1� 360,000� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 360,000�

合計 20� 7,200,000� 0�
－

0�
－

0�
－

21,577�
（2件）

998,421�
（2件） 0� 1,019,998� 0� 1,019,998� 6,180,002�

研究研修費 研究会・研修会開催に必要な経費又は他の団体が開催する研究
会・研修会に参加するために要する経費

会場費、講師謝金、出席者負担金、
会費、交通費、宿泊費等

調 査 旅 費 調査研究活動に必要な先進地調査及び現地調査に要する経費 交通費、宿泊費等

資料作成費 調査研究活動に必要な資料の作成に要する経費 印刷製本費、コピー代、翻訳料、委
託料等

資料購入費 調査研究活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費
書籍代（電子書籍含む）、法規類の
追録代、DVD等購入費、有料デー
タベース利用料等

広 報 費 調査研究活動、議会活動及び市の政策について市民に報告し、
PRするために要する経費�※ 印刷製本費、郵送料、会場費等

広 聴 費 市民からの市政・会派及び議員の政策等に対する要望・意見を
聴くための会議等に要する経費 会場費、印刷製本費等

飲食に関するものや按分を伴う経費は対象としていません。
※広報費は、会派に所属しない議員については認めていません。
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芸
備
線
存
続
や
「
か
ん
ぽ

の
郷
庄
原
」
の
購
入
運
営
、

学
校
再
配
置
問
題
、
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
経

済
の
落
込
み
、
毎
年
起
こ
る

水
害
被
害
な
ど
庄
原
市
を
取

り
巻
く
環
境
は
深
刻
で
あ
り

ま
す
。
新
し
い
体
制
と
な
っ

た
市
議
会
が
全
力
で
対
応
し

て
参
り
ま
す
。

　

突
然
素
晴
ら
し
い
企
画
が

入
手
さ
れ
ま
し
た
。
庄
原
市

民
で
芸
備
線
と
地
域
経
済
の

活
性
化
を
目
指
し
て
実
行
委

員
会
を
立
ち
上
げ
、
芸
備
線

の
車
両
を
カ
ー
プ
ラ
ッ
ピ
ン

グ
す
る
と
い
う
も
の
で
す
。

す
で
に
カ
ー
プ
球
団
と
Ｊ
Ｒ

の
許
可
を
頂
い
て
お
り
、
経

費
を
市
民
や
企
業
な
ど
幅
広

く
募
っ
て
い
か
れ
ま
す
。
正

に
庄
原
市
民
の
発
想
の
豊
か

さ
や
行
動
力
で
あ
り
ま
す
。

　

10
月
に
は
「
市
民
と
語
る

会
」
の
開
催
を
予
定
し
て
い

ま
す
。
庄
原
市
議
会
は
こ
の

様
な
市
民
の
願
い
や
発
想
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
の
で
、

多
く
の
市
民
の
参
画
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。　
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日にち 主な会議名

9 月 3日（金） 本会議
9月 21日（火） 本会議【一般質問】
9月 22日（水） 本会議【一般質問】
9月 24日（金） 本会議【一般質問】
9月 28日（火） 本会議
9月 29日（水） 本会議

主な日程（予定）９月定例会の ※予定のため、変更となる場合があります。
　詳しくは議会事務局（☎0824-73-1162）へお問い合わせください。
　本会議は、いずれも午前10時から開会の予定です。

本会議生中継映像をインターネット上で配信しています。
録画映像もご覧いただくことができます。ぜひご利用ください。

５・６・７月

11日	 議会運営委員会
20日	 議員全員協議会
	 議会運営委員会
	 新人議員学習会
24日	 総務調査会
25日	 教育民生調査会
26日	 企画建設調査会
	 企画建設常任委員会
31日	 議会運営委員会
	 議員全員協議会

7日	 議会運営委員会
	 第３回市議会定例会	

8日	 教育民生常任委員会
09日	 予算決算常任委員会
	 企画建設常任委員会
16日	 企画建設常任委員会
	 （管内視察）　
23日	 第３回市議会定例会	
24日	 第３回市議会定例会	
25日	 第３回市議会定例会	
	 総務常任委員会
28日	 議会運営委員会
	 第３回市議会定例会	
	 議員全員協議会
	 議会広報委員会
	 企画建設調査会

07日	 議会運営委員会
	 企画建設常任委員会
08日	 教育民生調査会
27日	 議会広報委員会
30日	 議会運営委員会
	 企画建設常任委員会
	 教育民生調査会

初日

２日目
３日目
４日目

最終日

庄原市議会 中継 検索

今回の表紙写真は、JR芸備線備後落合
駅の風景です。

《表紙写真の説明》

議会の動き
５�月

６�月

７�月


